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同志社校友会会長　松岡　敬

校
友
会
の
新
会
長
に
松
岡
敬 

前
大
学
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た

新
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
　
　
　
松
岡 

敬（
79
年・工
）

重
大
な
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
責
任

　

四
月
に
井
上
礼
之
前
会
長
か
ら
バ

ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、会
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。母
校
同

志
社
の
た
め
に
校
友
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
同
志
社
校
友
会
の
運
営
に
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、大
学
で
は

２
０
１
６
年
に
創
立
１
５
０
周
年
に

向
け
た
中
期
計
画
で
あ
る「
同
志
社

大
学
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５　

躍
動
す

る
同
志
社
大
学
」を
策
定
し
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
通
し
て
、学
生
、教
職
員
、

そ
し
て
校
友
が
一
体
と
な
っ
たALL 

DOSHISHA
体
制
で
、募
金
の
推
進
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
、海
外
拠
点
形
成
、各

地
域
に
お
け
る
広
報
活
動
の
展
開
な

ど
、校
友
会
と
大
学
と
が
共
創
し
、こ

れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
連
携
体
制

が
で
き
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、校

友
会
組
織（
本
部
、支
部
）の
協
力
に

よ
り
、募
金
事
業（
特
定
寄
付
奨
学
金

な
ど
）、学
生
へ
の
食
支
援（
２
０
２
０

年
度
及
び
２
０
２
１
年
度
実
施
）、同

志
社
フ
ェ
ア
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

な
ど
、大
学
単
独
で
は
実
施
で
き
な

か
っ
た
多
く
の
取
り
組
み
が
実
現
で

き
て
い
ま
す
。一
方
、校
友
会
は
こ

れ
ま
で
の
本
部
と
支
部
と
の
連
携
だ

け
で
は
な
く
、学
生
を
中

心
に
据
え
た
様
々
な
取
り

組
み
活
動
が
実
現
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、校
友
会
活

動
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、こ
の
連

携
を
よ
り
強
固
な
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、可
能
な

限
り
一
体
的
な
運
営
体
制

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
大

学
へ
の
支
援
に
向
け
た
校

友
会
の
活
動
と
活
性
化

は
、在
学
生
へ
の
支
援
、卒

業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、

校
友
会
組
織
の
強
化
へ
と
展
開
で

き
、同
志
社
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め

る
と
い
う
意
味
で
も
社
会
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
学
と
校
友
会
が
同

調
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
、“

良
心

を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
養
成
〝の

精
神
を
醸
成
し
、生
涯
に
わ
た
り
学

び
続
け
る
機
会
を
も
得
る
こ
と
で
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
有
為
な
同
志
社

人
の
養
成
に
寄
与
で
き
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、こ
の
よ
う
な
連
携
強
化
を

推
進
す
る
う
え
で
重
要
と
な
る
の
は
、

校
友
会
と
し
て
の
活
動
目
標
と
計
画

を
明
確
に
示
し
、国
内
外
の
支
部
及

び
校
友
の
皆
さ
ん
が
母
校
へ
の
誇
り

を
も
っ
て
、母
校
の
た
め
の
活
動
に

取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、新

島
襄
の
志
を
現
代
か
ら
未
来
へ
と
継

承
す
る
た
め
の
同
志
社
校
友
会
の
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。と
り
わ
け
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
お
い
て
は
、校
友
一
人
ひ
と
り

の
考
え
を
汲
み
取
り
、そ
の
実
現
に

向
け
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
体
制

を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、先

ず
、皆
様
の
意
見
を
汲
み
上
げ
る
た

め
に
、可
能
な
限
り
時
間
を
費
や
し

て
意
見
交
換
の
場
を
増
や
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。特
に
理
事

会
で
は
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
す

る
理
事
が
数
多
く
参
加
さ
れ
て
い
る

た
め
、各
支
部
の
取
り
組
み
や
そ
れ

に
対
す
る
支
援
・
意
見
・
検
証
・
情
報

共
有
な
ど
可
能
な
限
り
行
い
、支
部

の
活
性
化
と
と
も
に
、よ
り
多
く
の

校
友
が
支
部
活
動
に
参
加
さ
れ
る
よ

う
に
推
し
進
め
、校
友
会
が
議
論
の

場
と
な
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

六
月
号
の
同
志
社
タ
イ
ム
ス
で
ご

報
告
し
ま
し
た
が
、七
つ
の
専
門
委

員
会
で
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
掲

げ
て
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
、こ
れ
ら
の
事
項
は
校
友
会
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
・
決
定
で
き
る
ま
で

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、校
友

の
全
面
的
協
力
を
得
て
推
進
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

井
上
前
会
長
が
進
め
て
こ
ら
れ
た

校
友
会
の
取
り
組
み
を
途
切
れ
さ
せ

ず
、母
校
同
志
社
の
大
き
な
飛
躍
に

繋
げ
、校
友
の
皆
さ
ん
と
共
に
校
友

会
を
発
展
さ
せ
、諸
先
輩
方
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
未
来
に
つ
な
げ

る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
校
友
会
の
皆
さ
ん
、引
き
続

き
ご
協
力
、ご
支
援
頂
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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Summer

　
十
年（
３
期
＋
１
年
）の
長
き
に
わ
た
り
校
友
会
の
発
展
と
活
性
化
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
井
上
礼
之

前
会
長
か
ら
松
岡
敬
新
会
長（
前
学
長
）へ
の
交
代
に
伴
い
、本
年
4
月
よ
り
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

井
上
会
長
か
ら
松
岡
会
長
へ

会
は
河
内
副
会
長
、
イ
ベ
ン
ト
委
員

会
は
豊
原
副
会
長
に
な
り
ま
す
。
今

回
は
そ
の
全
体
を
束
ね
る
運
営
委
員

会
が
あ
り
前
述
の
副
会
長
に
加
え
小

島
副
会
長
、
山
口
副
会
長
、
井
上
理

事
、
藤
澤
理
事
（
前
副
学
長
）
が
入

り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
特
に
日
常
活
動
に
お
い

て
何
か
と
お
世
話
に
な
る
委
員
会

は
、
支
部
活
性
化
委
員
会
・
募
金
推

進
委
員
会
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
支
部
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
の
企
画
運
営
に
つ
い
て
ご

支
援
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

　

以
上
、
10
年
ぶ
り
の
会
長
交
代
で

校
友
会
は
新
し
い
時
代
に
向
か
い
ま

す
。
私
た
ち
東
京
校
友
会
も
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ

か
り
本
部
方
針
を
受
け
と
め
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
倍
旧
の
ご
支

援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
新
会
長
が
誕
生
。
早
速
、
当
日
の

理
事
会
で
明
快
な
活
動
指
針
を
示
さ

れ
、
装
い
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
松
岡
新

会
長
の
挨
拶
を
か
ね
て
方
針
の
説
明

が
あ
り
ま
す
の
で
こ
こ
で
は
詳
細
は

省
略
い
た
し
ま
す
が
、
骨
子
と
し
て

は
①
学
生
へ
の
食
生
活
支
援
策
②
下

宿
学
生
や
困
窮
学
生
へ
の
緊
急
支
援

策
③
卒
業
生
名
簿
の
充
実
策
の
検
討

④
同
志
社
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５

事
業
支
援
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

方
針
を
受
け
て
具
体
的
に
推
進
す

る
副
会
長
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
私

た
ち
東
京
校
友
会
の
諸
活
動
と
も
関

連
し
ま
す
の
で
、
ご
担
当
の
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。

　

企
画
委
員
会
は
長
谷
川
副
会
長
、

支
部
活
性
化
委
員
会
は
児
玉
副
会

長
、
国
内
支
部
交
流
委
員
会
は
山
川

副
会
長
（
新
任
）、
海
外
支
部
交
流

委
員
会
は
中
村
副
会
長
、
募
金
推
進

委
員
会
は
児
玉
副
会
長
、
広
報
委
員

　

井
上
前
会
長
は
、
様
々
な
課
題
を

抱
え
て
い
た
10
年
前
、
そ
の
解
決
と

改
革
の
た
め
に
、
本
業
で
ご
多
忙
中

で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
全
力
で
校
友

会
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
在

任
中
多
く
の
困
難
の
な
か
、
国
内
は

も
と
よ
り
海
外
の
支
部
確
立
を
含

め
、
今
日
の
校
友
会
の
姿
に
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
。

　

３
月
の
最
後
の
理
事
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
井
上
前
会
長
の
ご
尽
力
に

対
し
て
感
謝
す
る
言
葉
が
全
国
の
各

理
事
の
皆
さ
ん
か
ら
数
多
く
あ
り
、

非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
岡
新
会
長
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、
松東京校友会会長　横山徹

校
友
会
活
動
レ
ポ
ー
ト
　
校
友
会
の
役
員
改
選
と
新
組
織
体
制

■
報
告
　
　
　
　
　
東
京
校
友
会
会
長・横
山 

徹（
71
年・工
）

会  長

専門委員会

企画委員会 広報委員会支部活性化
委員会

国内支部
交流委員会

海外支部
交流委員会

会長直轄

新島会館
検討部会

意思決定システムの透明性と
ガバナンスの強化

事務局体制
再構築

財務
検討部会

募金推進
委員会

イベント
委員会

Doshsha Times
編集委員会
（2022.03 迄）

企画検討会
（新）

Doshsha Times
準備委員会

同志社校友会の
新組織体制

運営委員会
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２
０
２
０
年
度
事
業（
活
動
）報
告

（
１
）群
れ
る
機
会（
５
大
イ
ベ
ン
ト

の
推
進
）で
会
員
増
を
め
ざ
す

①
「
同
志
社
東
京 

春
の
集
い

２
０
２
０
」
＝
５
月
31
日
（
日
）
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
同

志
社
ス
ポ
ー
ツ
と
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
０
」
を
テ
ー
マ
に
、
当
番
年

次
１
９
７
６
（
Ｓ
51
）
年
卒
が
主
と

な
り
、
８
月
30
日
（
日
）
の
延
期
開

催
を
含
め
て
準
備
し
ま
し
た
が
、
開

催
中
止
と
し
ま
し
た
。

②
「
第
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
＝

10
月
14
日
（
水
）
に
太
平
洋
ク
ラ
ブ

市
原
コ
ー
ス
で
団
体
・
個
人
戦
の
開

催
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
開
催
中
止
と
し
ま
し
た
。

③
「
特
別
協
力
会
員
の
集
い
」
＝
11

月
17
日
（
火
）
に
学
士
会
館
で
植
木

朝
子
新
学
長
の
「
講
演
会
」
を
計
画

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
開
催
中

止
と
し
ま
し
た
。

④
「
現
役
世
代
／
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
会
員
増
計
画
」
＝
５
項
目
の
具

体
推
進
策
（
交
流
・
講
演
会
等
）
を

企
画
し
ま
し
た
が
、
全
て
２
０
２
１

年
度
へ
繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
生
誕
之
地
碑
前
祭
文
化
事
業
・
午

餐
会
＝
２
月
12
日
（
金
）
に
予
定
の

学
校
法
人
同
志
社
主
催
「
碑
前
祭
」

が
中
止
と
な
り
、
文
化
事
業
・
午
餐

2020年度活動報告・会計報告

【2021年度定時総会･評議員会･幹事会】レポート①

有志による「生誕之地碑」献花（2月12日）

会
の
開
催
も
中
止
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
当
日
有
志
に
よ
り
「
生
誕
之
地

碑
」
に
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

（
２
）継
続
的
な
取
り
組
み
で
入
会
促

進
を
図
る
。

①
通
常
会
員
＝
「
春
の
集
い
」
等
の

行
事
開
催
中
止
に
よ
り
新
規
入
会
が

減
少
し
、
年
会
費
納
入
口
数
は
前
年

比
79
口
減
の
１
４
１
５
口
と
な
り
ま

し
た
。

②
特
別
協
力
会
員
＝
日
経
テ
レ
コ
ン

等
に
よ
る
新
規
入
会
は
４
名
に
留
ま

り
、
退
会
者
が
20
名
、
未
納
者
が
12

名
と
な
り
、
年
会
費
納
入
口
数
は
前

年
比
17
口
減
の
１
２
９
口
（
１
２
０

名
）
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

③
登
録
団
体
＝
会
員
25
名
以
上
の
登

録
団
体
か
ら
の
総
会
「
祝
金
」
申
請

は
な
く
、
ま
た
、
新
規
団
体
の
登
録

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
評
議
員

未
選
出
で
休
会
と
な
っ
て
い
た
平
成

４
年
会
が
復
活
し
ま
し
た
。
な
お
、

構
成
員
名
簿
の
提
出
は
、
未
だ
に
半

数
の
団
体
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）学
校
へ
の
積
極
的
協
力
と
支
援

活
動

①
大
学
運
営
へ
の
協
力
～
１
５
０
周

年
に
向
け
て
＝
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
２
０
号（
７
月
号
）発
送
時
に『「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
う
同
志
社
大
学
生
支
援
活
動
」
へ

の
ご
協
力
の
お
願
い
』
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
払
込
取
扱
票
を
同

封
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同

文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

②
東
京
校
友
会
奨
学
金
＝
大

学
に
推
薦
い
た
だ
い
た
４

名
（
全
員
東
京
都
出
身
学

生
）
に
つ
い
て
、
６
月
に

２
０
２
０
年
奨
学
生
選
考
委

会
が
「
応
募
書
類
一
式
」
と

Ｔ
Ｖ
面
談
に
代
わ
る
「
候
補

者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
閲
覧

に
よ
る
審
査
を
実
施
、「
候

補
者
４
名
共
に
問
題
な
く
、

２
０
２
０
年
度
東
京
校
友
会

奨
学
生
に
相
応
し
く
、
４
名

全
員
に
奨
学
金
を
支
給
」
が

全
員
一
致
し
た
意
見
で
、
６
月
度
常

任
幹
事
会
に
報
告
、
全
会
一
致
で

支
給
を
決
定
し
ま
し
た
。
７
月
と

３
月
に
分
け
て
奨
学
金
の
支
給
を

行
い
、
４
名
の
奨
学
生
全
員
か
ら

「
２
０
２
０
年
度
奨
学
生
生
活
状
況

報
告
書
」
及
び
「
成
績
証
明
書
」
の

提
出
を
頂
い
て
い
ま
す
。

③
大
学
現
役
諸
団
体
へ
の
支
援
（
支

援
金
と
広
報
協
力
）
を
継
続
＝
10
月

25
日
（
日
）
開
催
予
定
の
関
東
同
志

社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
総
会
の
開
催

は
中
止
と
な
り
、
ま
た
、
関
東
同
志

社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
よ
り
支
援
金

の
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
文
化
団
体
か
ら
の
支
援
金
の
申

請
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

④
大
学
主
催
行
事
へ
の
協
力
・
積
極

的
に
参
加
＝
◆
11
／
８
（
日
）
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
◆
同
志
社
フ
ェ

ア　

10
／
４
（
日
）
香
川
県
・
12
／

12（
土
）福
岡
県
、◆
同
志
社
講
座「
春

学
期
」「
秋
学
期
」、
◆
１
／
23
終
焉

之
地
（
大
磯
）・
２
／
12
生
誕
之
地

碑
前
祭
（
神
田
）
は
、
一
部
を
除
い

て
全
て
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）広
報
活
動

①
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
発
行
（
年
４

回
）
＝
開
催
行
事
の
記
事
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
知
恵
と
工
夫
で
情
報
発

信
を
継
続
、
ま
た
、
30
・
40
歳
代
２

名
（
文
／
理
系
）
が
新
規
に
編
集
委

4
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Summer

2020年度　会計報告 （2020/4/1～2021/3/31）
単位：円

科目 再修正予算 累計実績 差異 備考
【基礎収入】 7,810,000 7,528,842 -281,158 達成率　96％
年会費収入（通常会員） 4,200,000 4,245,000 45,000 1415 口（+15 口）
年会費収入（特別協力会員） 3,000,000 2,580,000 -420,000 129 口（-21 口）
校友会助成金（収入・支出） 400,000 500,000 100,000 新型コロナ禍対応支部支援追加
受取利息 1,000 842 -158 
その他の収入（雑収入） 209,000 203,000 -6,000 （初夏の集い仮払金戻計上 20 万）

【事業収入】 -598,000 -485,000 113,000 達成率　81％
参加費収入（初夏の集い） 0 0 0 開催中止
参加費収入（特別協力会員の集い） 0 0 0 開催中止
参加費収入 ( 碑前祭午餐会） 0 0 0 開催中止
参加費収入（その他の集い） 0 0 0 開催中止
奨学金募金（収入・支出） -600,000 -487,000 113,000 募金 71.3 万（+11.3 万）：感謝！
物品等販売（収入・支出） 2,000 2,000 0 同志社クッキー：無

【広告収入】 660,000 650,000 -10,000 達成率　98％
広告料収入(東京ジャーナル） 600,000 600,000 0 ダイキン工業様ｘ4回　公益社様ｘ2回
広告料収入（ホームページ） 60,000 50,000 -10,000 1社「噺屋」様：閉店
広告料収入 ( 初夏の集い） 0 0 0 開催中止

収入　（小計）（1） 7,872,000 7,693,842 -178,158 達成率　98％
【事務経費】 2,695,000 2,366,402 -328,598 消化率　88％
労務費（感謝金） 585,000 562,000 -23,000 東京オフィス当番：閉室 5 日増
業務委託費 225,000 220,560 -4,440 大滝会計事務所 +CR カード業務
会議費 300,000 167,080 -132,920 常会・幹会・評会・総会：書面開催
交際費（支部総会祝金） 0 0 0 支部総会開催中止
通信費 520,000 514,910 -5,090 郵便・ヤマト便・NTT 東日本
交通費 275,000 217,565 -57,435 常任幹事：常会等会議開催中止
事務用品費 370,000 335,366 -34,634 ノートPC 修理・プリンター代替・挨拶状等
家賃・付帯諸費 50,000 46,200 -3,800 バーチャルオフィス家賃（エイゼックス）
振込・手数料 360,000 301,781 -58,219 郵便払込・銀行振込・クレジットカード
その他の支出（雑費） 10,000 940 -9,060 臨時・非重要・少額費用支出

【事業費用】 1,142,000 1,120,822 -21,178 消化率　98％
催事費 ( 初夏の集い） 1,100,000 1,094,041 -5,959 キャンセル料 90 万、（仮払金精算）
催事費(特別協力会員の集い） 20,000 11,928 -8,072 開催中止、中止案内経費
催事費(碑前祭午餐会） 2,000 8,211 6,211 開催中止：献花代
催事費(碑前祭文化事業） 20,000 6,642 -13,358 開催中止、中止案内経費
催事費（その他の集い） 0 0 0 開催中止

【広報費用】 1,630,000 1,484,007 -145,993 消化率　91％
東京ジャーナル発行・配布費 1,470,000 1,398,493 -71,507 印刷費・発送費、取材費減少
ホームページ維持・管理費 160,000 85,514 -74,486 サーバー費・メンテナンス費

【政策経費】 320,000 108,194 -211,806 消化率　34％
特別協力会員維持開拓費 100,000 96,194 -3,806 日経テレコン
年次会等諸団体会員開拓費 70,000 0 -70,000 年次会発足支援：無
同志社大学現役諸団体交流費 70,000 0 -70,000 関東スポーツユニオン：開催・申請無
現役世代会員開拓費 70,000 0 -70,000 ビジネスパーソン企画：開催無
初夏の集い新人参加費 0 0 0 開催中止
地域交流活性化費 10,000 12,000 2,000 神田錦町三丁目町会費

【人材派遣費】 1,710,000 1,693,942 -16,058 消化率　99％
【予備費】 50,000 10,330 -39,670 計画外の費用：弔事対応
【特別支出】 200,000 276,100 76,100 入会案内 15 万、会員管理システム 12 万

支出　（小計）（2） 7,747,000 7,059,797 -687,203 消化率　98%
収支　（1）-（2） 125,000 634,045 509,045 対予算収支　507%

２．2020年度 同志社東京校友会奨学金募金勘定
＜収入の部＞ 単位：円

科目 2017年度 2018年度 2019 年度 2020 年度 備考
前期繰越金 1,272,188 3,161,492 2,529,376 1,565,325

校友による募金① 105,000 150,790 396,895 713,000
校友による募金② 254,506 306,904 335,637 0 春 / 初夏の集い
クッキー販売による募金 188,340 99,180 102,600 0
その他販売による募金 14,800 11,010 817 0
東京校友会１２０周年記念事業 2,400,000 0 0 0

合計 4,234,834 3,729,376 3,365,325 2,278,325

３．財産目録（2020年3月31日現在）
（資産） （2018/3/31）（2019/3/31）（2020/3/31）（2021/3/31） （対 ’20 年増減）

現金 147,809 37,309 63,464 84,543 21,079
普通預金：みずほ銀行（渋谷中央） 775,928 94,372 829,005 944,366 115,361
普通預金：みずほ銀行（銀座） 5,051,248 4,010,449 1,309,443 786,154 -523,289
定期預金：みずほ銀行（渋谷中央） 10,000,000 10,000,000 10,000,000 10,000,000 0
郵便貯金 2,239,162 2,239,182 2,239,202 2,239,222 20
郵便振替残高 5,986,455 6,407,809 8,720,695 8,792,082 71,387
普通預金：みずほ銀行（京橋） 2,650,935 1,497,932 90,247 1,039,734 949,487
資産合計 26,851,537 24,287,053 23,252,056 23,886,101 634,045

（負債）　　　　　　なし

＜支出の部＞ 単位：円
科目 2017年度 2018年度 2019 年度 2020 年度 備考

同志社東京校友会奨学金 900,000 1,200,000 1,800,000 1,200,000
熊本地震同志社ゆかりの地基金 173,342 0 0 0

合計 1,073,342 1,200,000 1,800,000 1,200,000
＜収支の部＞ 単位：円
次期繰越金 3,161,492 2,529,376 1,565,325 1,078,325

１．2020年度 収支決算報告

東京メディアクローバー会の勉強会（10月30日）

5 月25日（火）の「2021年度定時会員総会・評議員会・幹事会」は、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面開催・決議となり、
2020 年度活動報告・会計報告、2021年度活動計画等の議案が、
全て原案通り承認されました。

員
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
運
用
＝
（
Ｈ
Ｐ
）
新
コ
ン
テ
ン

ツ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
で
、

迅
速
な
記
事
掲
載
が
出
来
て
お
り
、

（
Ｆ
Ｂ
）
２
３
７
４
「
い
い
ね
！
」

を
獲
得
し
ま
し
た
。

③
広
告
活
動
＝
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は

２
社
を
維
持
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
６

社
が
５
社
に
減
少
し
ま
し
た
。

（
５
）事
務
局
活
動

①
校
友
会
渉
外
活
動
＝
校
友
会
評
議

員
は
３
月
末
に
任
期
・
改
選
期
を
迎

え
、
６
月
末
ま
で
に
新
旧
を
含
め
７

名
の
評
議
員
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

②
校
友
会
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
運
営
＝

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
学
東
京
オ
フ
ィ

ス
閉
鎖
に
伴
い
校
友
会
東
京
オ
フ
ィ

ス
も
閉
鎖
と
し
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
実
施
し
た
上
で
、
４
～
５
月
は

業
務
上
必
要
最
低
限
の
開
室
と
し
、

結
果
、
前
年
比
27
日
減
の
１
４
０
日

間
開
室
し
ま
し
た
。

③
諸
会
議
の
事
務
局
業
務
＝
常
任
幹

事
会
は
４
～
７
月
は
書
面
開
催
、
８

～
12
月
は
中
央
区
立
京
橋
区
民
館
に

て
対
面
開
催
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
）、

１
／
２
／
３
月
は
全
面
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
開

催
と
し
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
・
定

時
会
員
総
会
は
全
て
書
面
開
催
と
し

ま
し
た
。

④
会
員
維
持
管
理
＝
年
会
費
未
納
者

は
「
非
会
員
」、
退
会
申
請
及
び
住

所
不
明
等
者
は
「
退
会
」
に
区
別
し

て
登
録
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

⑤
金
銭
出
納
お
よ
び
経
理
業
務
全
般

＝
会
計
報
告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑥
備
品
・
各
種
書
類
の
保
管
管
理
充

実
化
＝
計
画
通
り
業
務
推
進
。

文
責
／
阪
口
章
夫
（
73
年
・
商
）

5

2021  No.124



【2021年度定時総会･評議員会･幹事会】レポート②

２
０
２
1
年
度
事
業（
活
動
）計
画

◆
基
本
方
針
＝
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
り
、
交
誼
を
厚
く
す
る
と
と
も
に
、

学
校
法
人
同
志
社
と
の
関
係
を
密
に

し
、
か
つ
同
志
社
諸
学
校
の
発
展
を

支
援
す
る
。

◆
課
題
＝
①
若
い
世
代
の
会
員
増
強

を
図
り
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
！
「
会

員
数
の
増
強
。
②
「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ

ナ
」で
の
諸
活
動
の
再
開
！「
群
れ
る・

交
流
・
懇
親
」。

（
１
）
群
れ
る
機
会
（
５
大
イ
ベ
ン

ト
の
推
進
）
で
会
員
増
を
目
指
す
。

①
「
２
０
２
１
同
志
社
東
京 

初
秋

の
集
い
」
＝
９
月
４
日
（
土
）
に
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
「
芙
蓉
の
間
」

で
、「
今
こ
そ
同
志
社
ス
ピ
リ
ッ
ト
！

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
集
え
我
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
１
９
７
７
（
Ｓ
52
）
年

卒
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
募
集
人
員
を

３
０
０
名
に
抑
え
る
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
拡
大
対
策

を
徹
底
し
「
安
全
」「
安
心
」
第
一
で

の
開
催
を
基
本
プ
ラ
ン
に
、
講
演
会

や
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

【
追
記
】
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
開
催
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
「
２
０
２
１
第
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ

常任幹事会はZOOMで開催（4月23日）

2021年度基本方針・活動計画

大
会
」
＝
10
月
７
日
（
木
）
に
太
平

洋
ク
ラ
ブ
市
原
コ
ー
ス
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

③
「
特
別
協
力
会
員
の
集
い
」
＝
11

月
12
日
（
金
）
に
特
別
協
力
会
員
の

交
流
・
懇
親
の
場
と
し
て
、
植
木
大

学
長
を
お
招
き
し
、
学
士
会
館
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

④
「
現
役
世
代
／
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
会
員
増
計
画
」
＝
２
０
２
０
年

度
か
ら
繰
り
越
し
の
５
項
目
の
具
体

的
推
進
策
（
交
流
・
講
演
会
等
）
を

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
時
期
を
判
断
し

な
が
ら
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
生
誕
の
地
碑
前
祭
／
文
化
事
業
・

午
餐
会
＝
２
０
２
２
年
２
月
12
日

（
土
）
に
学
士
会
館
で
、
学
校
法
人
同

志
社
主
催
の
「
碑
前
祭
」
の
後
、
東

京
校
友
会
主
催
の
「
文
化
事
業
・
午

餐
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
継
続
的
な
取
り
組
み
で
入
会

促
進
を
図
る
。

①
通
常
会
員
／
登
録
団
体
の
拡
充
と

連
携
＝
目
標
を
１
４
２
０
口
に
設
定

し
、
入
会
促
進
活
動
を
進
め
ま
す
。

登
録
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
登
録
団
体
の
構
成
員
名
簿
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
＝
構
成
員
名
簿

（
卒
年
・
学
部
・
氏
名
の
み
で
可
）
の

提
出
に
ご
協
力
下
さ
い
。
会
員
管
理

シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、
登
録
団
体
毎

の
会
員
数
を
正
確
に
把

握
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
ま
す
。
ま
た
、
会

員
で
な
い
構
成
員
の

方
々
に
、
会
員
に
な
っ

て
頂
く
よ
う
お
勧
め
下

さ
い
。
地
道
な
努
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
会
員

数
増
大
の
為
に
も
、
ぜ

ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
新
規
・
再
登
録
の
登

録
団
体
も
大
歓
迎
で
す

＝
代
表
者
・
評
議
員
は

会
員
で
あ
る
こ
と
が
前

提
で
す
が
、
他
の
登
録

団
体
と
の
重
複
も
可
能

で
す
。
年
次
会
発
足
の

支
援
も
積
極
的
に
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
事
務
局

宛
に
ご
連
絡
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

②
特
別
協
力
会
員
の
会
員
増
対
策
＝

１
５
０
口
を
目
標
に
、
既
存
会
員
の

継
続
、
及
び
、
日
経
テ
レ
コ
ン
の
活

用
や
会
員
の
口
コ
ミ
紹
介
に
よ
る
新

規
会
員
勧
誘
活
動
を
進
め
ま
す
。

③
年
次
会
の
拡
充
で
会
員
増
を
目
指

す
＝
「
初
秋
の
集
い
」
実
行
委
員
会

の
体
制
強
化
と
会
員
増
強
に
取
り
組

み
ま
す
。

④
「
初
秋
の
集
い
」
参
加
の
新
卒

者
と
非
会
員
の
新
規
入
会
を
促
進
＝

「
初
秋
の
集
い
」
時
の
新
規
入
会
に
限

り
、
初
回
特
別
年
会
費
２
千
円
を
適

用
し
、
非
会
員
は
新
規
入
会
を
前
提

と
し
ま
す
。
ま
た
、
新
卒
者
（
卒
業

１
～
５
年
）
は
先
着
12
名
を
新
規
入

会
を
前
提
に
無
料
招
待
し
ま
す
。

⑤
社
会
人
現
役
世
代
の
新
規
会
員
開

拓
＝
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
新
規
入
会
を
呼

び
か
け
ま
す
。
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Summer

学士会館横の生誕の地碑

「東京ジャーナル」の表紙デザインを一新

東京
ジャーナル

No.122同志社
DOSHISHA TOKYO JOURNAL 2021  Winter

INDEX
2021 年年頭メッセージ　横山 徹 会長

「初秋の集い」を目指して！　作村満明実行委員長
校友アーティストにエール！
　女優・西条美咲さん　ジャズピアニスト・ぱくよんせさん
校友の店・コロナ対策実施店にエール！
　ホテルおかだ（箱根湯本）　ＪＡＺＺ橋の下（赤坂）
登録団体活動レポート・同志社東京 38 会
平成 ･ 令和卒業の校友クローズアップ・寺石明人さん
東京メディアクローバー会 勉強会
片桐家同志社五代記（三十五）
連載コラム 今出川・京田辺四季
同志社スポーツ・硬式野球部／陸上・田中希実選手
幹事会 ･ 評議員会報告／俳句大募集〈校友・私の一句〉

同志社東京校友会

表紙写真　クラーク記念館（今出川キャンパス）

DOSHISHA
Tokyo Journal 同志社東京ジャーナル

• 校友アーティストに、エール！
　  俳優・壤晴彦さん　音楽家・水谷啓二さん

• 校友の店・コロナ対策実施店にエール！
　  UOMAN DINING（丸の内）　酒処 舌菜魚（京橋）

• 登録団体活動レポート・料飲同志社会
• 関係諸団体の 2020 年活動レポート
• 片桐家同志社五代記（三十六）

• 連載コラム 今出川・京田辺四季
• 平成 ･ 令和卒業の校友クローズアップ・緒方健介さん
• 同志社スポーツ・準硬式野球部
•「初秋の集い」は 9 月 4 日 ( 土 ) 開催
• 新島襄生誕の地碑に献花
• 定時総会 ･ 評議員会 ･ 幹事会のご案内
• 校友会「俳壇」

表紙写真：同志社女子大学 栄光館（今出川キャンパス）
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同志社東京校友会  INDEX

（
３
）
大
学
へ
の
積
極
的
協
力
と
支

援
活
動

①
大
学
運
営
へ
の
協
力
～
１
５
０
周

年
に
向
け
て
＝
「A

ll DOSH
ISHA

 
2025

」
募
金
活
動
を
大
学
と
連
携
し

て
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

②
「
同
志
社
東
京
校
友
会
奨
学
金
」

の
継
続
（
５
年
目
）
＝
学
業
優
秀
で

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
支
援
が
必

要
で
、
成
績
基
準
と
家
計
基
準
を
満

た
す
関
東
甲
信
圏
（
９
都
県
）
出
身

学
生
４
名
程
度
に
給
付
型
奨
学
金
年

額
30
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
奨

学
金
の
原
資
は
積
立
金
と
奨
学
生
募

金
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
２
０
２
１

年
度
が
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
の
「
奨
学
金
制
度
」
５
年
目
の
最

終
年
度
で
す
。
終
了
か
継
続
か
、
原

資
は
ど
う
す
る
か
等
々
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
き
な
が
ら
、
11
月
開
催
予

定
の
幹
事
会
・
評
議
員
会
で
の
決
定

を
目
途
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

③
大
学
現
役
諸
団
体
へ
の
支
援
（
支

援
金
と
広
報
協
力
）
を
継
続
＝
◆
ス

ポ
ー
ツ
団
体
：
関
東
同
志
社
ス
ポ
ー

ツ
ユ
ニ
オ
ン
の
申
請
に
よ
り
、
秋
の

総
会
開
催
時
に
支
援
金
を
一
括
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
◆
文
化
団
体
：
申
請

に
よ
り
個
別
に
判
断
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

④
大
学
主
催
行
事
へ
の
協
力
・
積

極
的
に
参
加
＝
出
張
取
材
し
東
京

ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
：
◆
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
：
11
／
14
（
日
）、
◆

同
志
社
フ
ェ
ア
：
８
／
21
（
土
）
新

潟
県
新
潟
市
、◆
新
島
襄
終
焉
之
地・

生
誕
之
地
碑
前
祭
：（
１
／
23
：
大
磯
）

（
２
／
12
：
神
田
）
等
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
４
）
広
報
・
広
告
活
動

①
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
発
行
＝

１
２
３
号
よ
り
表
紙
な
ど
誌
面
の
デ

ザ
イ
ン
を
一
新
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
に
対
応
し
た
誌
面
構
成
で
掲
載
し

ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
の
運
用
＝
Ｈ

Ｐ
は
、
新
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス
テ

ム
の
円
滑
な
運
用
と
掲
載
内
容
の
充

実
、
Ｆ
Ｂ
は
、「
い
い
ね
！
」
獲
得
目

標
２
４
５
０
人
（
現
状
２
３
７
４
人
）

を
目
指
し
ま
す
。

③
広
告
活
動
＝
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
２

社
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
２
社
以
上
を
新

規
に
獲
得
し
、
広
告
料
収
入
を
回
復

さ
せ
、
全
体
の
収
支
を
改
善
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
紹

介
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
５
）
事
務
局
活
動

①
渉
外
活
動
の
展
開
＝
校
友
会
本
部

事
務
局
、
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
各
支

部
と
連
携
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

②
校
友
会
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
運
営

（
８
年
目
）
＝
当
番
担
当
の
常
任
幹

事
と
事
務
ス
タ
ッ
フ
で
、原
則
月・水・

金
曜
日
10
：
00
～
16
：
00
に
開
室
し

事
務
局
業
務
を
行
い
ま
す
。

③
諸
会
議
・
行
事
の
事
務
局
業
務
・

決
議
の
執
行
補
佐
＝
◆
常
任
幹
事

会
：
毎
月
開
催
：
原
則
第
三
木
曜

日
：
非
常
事
態
宣
言
時
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

開
催
。
◆
幹
事
会
：
年
４
回
開
催
①

５
／
25
（
書
面
）
②
７
／
20
（
書
面
）

③
11
／
25
④
３
／
24
を
予
定
。
◆
評

議
員
会：年
２
回
開
催
①
５
／
25
（
書

面
）、
②
11
／
25
を
予
定
。
◆
定
時

会
員
総
会
：
年
１
回
開
催
①
５
／
25

（
書
面
）。
★
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
定
時
会

員
総
会
（
５
／
25
）
は
、「
全
議
案
に

対
し
反
対
意
見
の
提
出
は
な
く
、
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
」
こ
と
を

報
告
し
ま
す
。
◆
行
事
：
イ
ベ
ン
ト

毎
に
支
援
業
務
を
行
い
ま
す
。

④
会
員
維
持
管
理
＝
会
員
増
加
へ
の

対
応
を
含
め
、
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム

の
必
要
な
機
能
追
加
・
変
更
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
整
備
を
行
う
と
共
に
、
習
熟
と

応
用
を
図
り
、
会
員
情
報
と
年
会
費

の
維
持
・
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

◆
個
人
情
報
等
の
流
出
・
漏
洩
防
止

対
策
の
継
続
＝
大
学
・
校
友
会
の
個

人
情
報
管
理
基
本
方
針
を
共
有
し
、

東
京
校
友
会
が
独
自
で
収
集
・
管
理

し
て
い
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
も
、

外
部
持
ち
出
し
・
デ
ー
タ
提
供
は
、

今
後
共
、
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

⑤
会
計
・
経
理
・
財
務
業
務
全
般
＝

ル
ー
ル
の
徹
底
、
業
務
の
明
確
化
と

効
率
化
を
図
り
、
常
任
幹
事
２
名
で

の
業
務
体
制
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、

会
計
事
務
所
に
よ
る
毎
月
の
委
託
管

理
業
務
の
継
続
と
会
計
監
事
に
よ
る

期
末
会
計
監
査
に
よ
り
、
正
確
性
と

透
明
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑥
備
品
・
各
種
書
類
の
保
管
管
理
＝

事
務
機
器
管
理
一
覧
表
に
よ
る
管
理

の
徹
底
、
物
品
購
入
の
最
小
化
・
効

率
化
、
事
務
経
費
の
削
減
を
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
文
書
等
の
保
管
と
保

存
の
期
限
と
量
を
明
確
に
ル
ー
ル
化

し
、
最
小
限
に
す
る
努
力
を
行
い
、

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を

継
続
し
ま
す
。

文
責
／
阪
口
章
夫
（
73
年
・
商
）

7

2021  No.124



連  載   ⑩

ら
同
志
社
大
学
工
学
部
機
械
工
学
卒

の
松
岡
敬
教
授
が
学
長
に
就
任
さ
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ン
ス
到
来
、
こ
の
時
を
逃
し

て
は
な
ら
な
い
と
「
春
の
集
い
」
に

来
ら
れ
て
い
た
松
岡
学
長
に
東
京
支

部
設
立
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
折
に
は
出
席
し
て
い
た
だ
け
ま

す
か
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

を
得
て
一
気
に
設
立
に
向
け
た
動
き

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　

理
工
会
本
部
か
ら
金
銭
面
を
含
め

全
面
的
協
力
を
得
て
、
関
東
近
郊
の

会
員
３
３
０
０
人
に
東
京
支
部
設
立

の
案
内
状
を
発
送
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
し
た
。　
　

　

理
工
学
部
出
身
者
で
す
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し

た
の
で
す
が
、
予
想
に
反
し
期
日
ま

で
に
返
答
い
た
だ
い
た
方
は
、
残
念

な
が
ら
一
割
に
も
満
た
な
い
も
の
で

し
た
。

　

そ
れ
と
、
私
は
支
部
設
立
の
発
起

人
代
表
は
務
め
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
支
部
長
に
は
現
役
の
方
を
と
思

常
任
幹
事
を
務
め
て
い
た
私
に
、

理
工
会
の
幹
事
で
あ
る
森
本 

満
氏

（
１
９
６
５
年
・
電
気
）
か
ら
幹
事

会
に
出
て
来
て
欲
し
い
と
の
要
請
が

あ
り
、
そ
の
秋
、
京
田
辺
へ
出
掛
け

て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
場
で
東
京
支

部
設
立
に
ぜ
ひ
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
皆
様
か
ら
お
願
い
が
あ
り
、
何
の

見
通
し
も
な
い
ま
ま
お
受
け
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
東
京
校
友
会
の
常
任
幹
事

に
は
私
を
含
め
5
名
の
工
学
部
出
身

者
が
い
ま
し
た
の
で
そ
の
話
を
し
た

の
で
す
が
、
何
と
か
や
ろ
う
と
全
員

の
合
意
は
得
た
も
の
の
、
何
か
ら
手

を
つ
け
て
よ
い
も
の
か
、
一
同
途
方

に
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
２
０
１
６
年
４
月
か

　
理
工
会
東
京
支
部
は
関
東
で

多
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
理
工
学

部
（
旧
工
学
部
）
出
身
者
の
親

睦
を
図
り
、
交
流
の
中
か
ら
お

互
い
の
情
報
交
換
、
情
報
共
有

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

団体概要
【団体名】

理工会東京支部

【設立年月日】
2016年10月1日

【代表者】
支部長　奥出 聡

（1977年・電子卒）

【会員数】
230名

【連絡先】
dkkt@doshisha-tokyo-
alumni.jp

■
発
足
の
経
緯

　

理
工
会
で
は
、
か
ね
て
よ
り
会
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
支
部
設
立
に
向

け
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
、
東
京
校
友
会
の

奥出 聡支部長

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

理
工
会
東
京
支
部

会
員
各
位
の
情
報
交
換
、情
報
の
共
有
化
を
図
る

片
桐 

陽（
６７
年・工
）

2019年度東京支部総会

松岡学長に記念品贈呈

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
東
京
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」
の
「
校
友
訪
問
」
欄
に
ご
登

場
い
た
だ
い
た
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ス

ジ
ャ
パ
ン
の
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
城
谷

直
彦
氏
（
１
９
７
６
年
・
経
）
か
ら

同
社
会
長
の
奥
出
聡
氏
（
１
９
７
７

年
・
電
子
）
を
紹
介
さ
れ
、
快
く
支

部
長
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

■
設
立
総
会

　

２
０
１
６
年
10
月
１
日
、「
春
の

集
い
」
で
お
願
い
し
て
い
た
松
岡
学

長
を
お
迎
え
し
て
、
念
願
の
東
京
支

部
設
立
総
会
を
同
志
社
大
学
東
京
サ

テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
横
川
隆
一
副
学
長
、
林

田
明
理
工
学
部
長
、
児
玉
正
之
東
京

校
友
会
長
、
理
工
会
か
ら
は
橋
詰
源

治
会
長
そ
の
他
幹
部
５
名
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
校
友
は
、

１
９
５
２
年
卒
か
ら
２
０
１
５
年
卒

ま
で
幅
広
い
世
代
66
名
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
後
は
そ
の

場
で
懇
親
会
を
開
催
、
初
め
て
会
っ

た
と
思
え
な
い
程
親
し
い
交
わ
り
の

場
と
な
っ
た
の
も
、
良
心
教
育
の
賜

物
と
思
え
た
素
敵
な
時
間
で
し
た
。

■
活
動
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

　

設
立
総
会
後
は
、
毎
年
松
岡
学
長

を
迎
え
て
総
会
を
続
け
ま
し
た
が
、

２
０
１
９
年
度
で
学
長
が
任
期
満
了

幹
事

に
な
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
総
会
で

記
念
品
を
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
植
木
朝
子
新
学
長
を

迎
え
て
総
会
を
と
思
っ
て
い
た

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
蔓
延
対
策
の
た
め
、
大
学
．
校

友
会
活
動
が
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な
る

中
、
理
工
会
東
京
支
部
総
会
も
残
念

な
が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

設
立
来
、
総
会
は
年
一
度
開
催
し

て
来
た
東
京
支
部
で
す
が
、
今
後
は

当
初
の
目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の
情

報
交
換
、
情
報
共
有
化
を
図
る
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
更
な
る
活
性
化

に
向
け
て
活
動
を
展
開
す
る
べ
く
、

本
部
の
協
力
も
得
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
東
京
支
部
へ
の
登
録
を
さ
れ

て
お
ら
れ
な
い
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
お
手
伝

い
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

常任幹事会は ZOOM で開催（4 月 23 日）
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Summer

会計学研究会の夏合宿では毎晩遅くまで勉強した
（1 回生時）

受
験
し
３
、４
年
生
を
過
ご
し
、
そ

の
後
大
学
院
修
士
課
程
２
年
、
博
士

課
程
３
年
、
そ
の
間
に
２
年
間
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
に
留
学
さ
れ
、
卒
業
後

大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
方
で
あ
る
。

先
日
昭
彦
先
輩
と
電
話
で
お
話
し
し

た
折
り
こ
の
よ
う
な
お
話
を
お
聞
き

し
た
が
、
同
志
社
に
何
と
17
年
も
の

長
き
に
わ
た
っ
て
学
ん
だ
人
間
は
い

な
い
よ
ね
と
笑
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

一
方
、
和
彦
君
は
中
高
の
３
年
生

で
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
の
学
生
指
揮
者

を
務
め
た
音
楽
人
で
、
彼
の
場
合
は

満
を
持
し
て
の
入
部
だ
っ
た
ろ
う
。

　

さ
て
私
の
こ
と
だ
が
、
工
学
部
の

授
業
が
始
ま
っ
て
色
々
と
情
報
を
集

め
だ
す
と
「
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
部

す
る
と
必
ず
留
年
す
る
ぞ
」
と
多
く

の
方
か
ら
脅
さ
れ
て
ば
か
り
。

　

昭
和
38
年
４
月
、
私
は
同
志
社
女

子
大
の
栄
光
館
で
大
学
の
入
学
式
を

迎
え
て
い
た
。
当
日
の
こ
と
は
殆
ど

覚
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
何
と
か
工

学
部
に
入
学
出
来
た
と
い
う
喜
び
を

全
身
で
感
じ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

大
学
の
今
出
川
校
舎
は
、
中
学
生

の
頃
に
３
年
間
通
っ
た
場
所
で
あ
り

特
に
新
鮮
味
も
な
か
っ
た
の
だ
が
、

大
学
生
と
し
て
歩
く
校
内
は
少
し

違
っ
て
見
え
た
よ
う
に
思
う
。

　

工
学
部
電
気
工
学
科
に
進
む
こ
と

が
出
来
た
こ
と
と
、
大
学
で
や
り
た

い
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
私
の
大
叔
父
片
桐
哲
が
創
設
し

た
男
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の

入
部
だ
っ
た
。
中
学
、
高
校
と
同
級

で
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
で
も
６
年
間
共

に
過
ご
し
た
親
友
の
渋
谷
和
彦
君
も

一
緒
に
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
入
ろ
う
と

話
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　

実
は
、彼
の
兄
渋
谷
昭
彦
先
輩（
元

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授
）
も
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
昭
和
28
年
12
月
か
ら

29
年
10
月
ま
で
第
26
代
学
生
指
揮
者

を
さ
れ
て
い
た
。
昭
彦
先
輩
は
、
ユ

ニ
ー
ク
な
経
歴
を
お
持
ち
で
、
同
志

社
中
学
か
ら
推
薦
で
大
学
は
英
文
科

で
４
年
学
び
、
そ
の
後
経
済
学
部
を

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企
載
画

文
／
片
桐 

陽（
67
年
・
工
）渋谷和彦君（左）と私

方
が
近
況
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
の
で
す
が
、「
こ
れ
を
読
む
の
が
私

だ
け
な
ん
て
。
な
ん
と
か
み
な
さ
ん

に
も
読
ん
で
ほ
し
い
！
」
と
、
手
書

き
で
諸
先
輩
方
の
一
言
を
ま
と
め
て
、

案
内
に
同
封
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
Ｏ
Ｂ
会
で
、
あ
な
た
が
し
ん
が

き
さ
ん
な
の
ね
！
と
、
諸
先
輩
方
か

ら
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
の
は
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

数
年
前
か
ら「
春
の
集
い
」を
き
っ

か
け
に
、い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、

と
て
も
生
活
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

不
思
議
な
も
の
で
、〟同
志
社
〝と
い

う
つ
な
が
り
だ
け
で
、
年
齢
問
わ
ず

な
ぜ
か
打
ち
解
け
ら
れ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

学
生
時
代
は
、
入
学
式
に
同
行
し

て
く
れ
て
い
た
母
か
ら
の
「
こ
こ
が

い
い
わ
ね
」
と
い
う
鶴
の
一
声
で
、会

計
学
研
究
会
（
会
計
研
）
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
計
研
で
は「
月
曜
財
表
」と
い
う

チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
、
４
セ
ン
チ
程

の
ぶ
厚
い
飯
野
先
生
の
「
財
務
会
計

論
」
と
い
う
書
籍
を
手
に
、毎
週
田
辺

か
ら
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
通
っ

て
お
り
ま
し
た
。
勉
強
後
は
同
大
生

御
用
達
の
定
食
屋 

〟ト
リ
オ
＂
に
て

と
ん
か
つ
弁
当
を
食
べ
る
と
い
う
一

連
の
活
動
に
、
こ
れ
が
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
な
の
か
！
と
、
と
き
め
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
会
計
研
で
は
簿
記
の
資
格
取

得
が
き
め
ら
れ
て
お
り
、
私
は
簿
記

の
基
礎
で
あ
る 

〟し
ぃ
く
り
・
く
り

し
ぃ（
仕
入
・
繰
越
商
品
）＂の
考
え
方

が
な
か
な
か
理
解
で
き
ず
、
先
輩
方

が
代
わ
る
が
わ
る
に
教
え
て
く
だ
さ

る
も
だ
め
で
、
先
輩
方
も
こ
れ
以
上

ど
う
教
え
て
い
い
か
悩
ま
れ
、
私
も

理
解
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
と
、
迷

惑
を
か
け
て
い
る
辛
さ
に
泣
き
出
し

て
し
ま
う
始
末
で
し
た
。

　

１
回
生
時
に
は
Ｏ
Ｂ
会
係
と
し
て

春
・
秋
の
Ｏ
Ｂ
会
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
返
信
葉
書
に
先
輩

会
計
学
研
究
会
で
簿
記
に
苦
戦

同
志
社
東
京
女
子
部
代
表

し
ん
が
き
ひ
と
み（
96
年・商
）

今
出
川
・
京
田
辺
四
季

　

ク
ラ
ブ
の
練
習
は
授
業
中
も
行
わ

れ
、
そ
の
間
は
当
然
教
室
に
は
行
け

な
い
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

工
学
部
の
授
業
は
一
ク
ラ
ス
の
人

数
も
少
な
く
、
先
ず
出
席
す
る
こ
と

が
必
須
で
あ
っ
た
。
出
席
し
て
い
て

も
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
、
ま
し
て
授

業
に
出
な
け
れ
ば
必
ず
つ
い
て
い
け

な
く
な
る
の
は
当
た
り
前
。
親
か
ら

授
業
料
を
出
し
て
貰
っ
た
上
留
年
し

ま
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
む

は
ず
も
な
く
、
学
力
的
に
全
く
自
信

が
な
い
自
分
を
思
う
と
、
入
学
前
に

持
っ
て
い
た
は
ず
の
強
い
意
思
は
脆

く
も
砕
け
て
し
ま
っ
た
。

　

和
彦
君
に
「
申
し
訳
な
い
が
一
緒

に
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
は
入
部
で
き
な

い
」
と
伝
え
た
時
は
悲
し
か
っ
た
。

同
じ
電
気
工
学
科
で
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
入
部
し
た
Ｋ
君
が
一
年
留
年
し
た

こ
と
を
知
っ
た
時
は
、
や
っ
ぱ
り
入

部
し
な
く
て
よ
か
っ
た
と
自
分
を
慰

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

和
彦
君
は
、
私
が
思
っ
た
通
り
そ

の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
昭
和
40
年
12

月
か
ら
41
年
12
月
ま
で
第
35
代
学
生

指
揮
者
と
し
て
勤
め
た
。

　

昭
彦
さ
ん
の
話
で
は
、
親
子
で
学

生
指
揮
者
を
勤
め
た
森
本
潔
先
輩
は

有
名
だ
が
、
兄
弟
で
学
生
指
揮
者
を

勤
め
た
の
は
渋
谷
兄
弟
だ
け
と
の
こ

と
だ
。

そ
の
三
十
七
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◆
無
念
の
春

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
大
学
ア
ス
リ
ー
ト

の
期
間
は
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
。硬

式
野
球
部
の
選
手
た
ち
も
異
例
の

シ
ー
ズ
ン
を
戦
い
抜
い
た
。

　

長
年
、
全
国
の
舞
台
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
硬
式
野
球
部
。今
年
度

は
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン「
再
起
」の
も

と
で
、主
将
・
城
下（
法
４
）を
中
心
に

花
野
新
監
督
を
迎
え
て
始
動
し
た
。

　

４
月
３
日
つ
い
に
関
西
学
生
野
球

連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦
が
始
ま
る
。開

幕
戦
ス
タ
メ
ン
野
手
全
員
が
リ
ー

グ
経
験
の
少
な
い
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
。そ
れ
で
も
初
節
、プ
ロ
注
目
選

手
２
人
を
擁
す
る
関
大
に
勝
ち
点
を

バットを振り切る釜萢

同志社スポーツアトム編集局／発 同志社スポーツ

主将の城下

城下（法４）が率いる硬式野球部。新監督を迎えた春は昨年と
同様の４位に。今回の反省を生かし、秋に再起をかける。

ハイタッチを交わす萩原

獲
得
。
試
合
後
主
将

は「
す
ご
い
盛
り
上

が
っ
て
思
い
切
っ

て
で
き
た
」（
城
下
）。

チ
ー
ム
の
ム
ー
ド
は

絶
好
調
。
最
高
の
滑

り
出
し
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、続
く
近

大
１
回
戦
は
打
線
が

振
る
わ
ず
敗
北
。次

戦
以
降
は
緊
急
事
態

宣
言
発
令
に
よ
り
大

会
が
延
期
に
。そ
れ

で
も
実
戦
経
験
の
少

な
い
選
手
に
は
成
長

へ
の
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、リ
ー
グ
戦
再
開
後
は
ま

さ
か
の
３
連
敗
を
喫
す
る
。投
手
が

乱
調
、打
撃
陣
も
な
か
な
か
好
機
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
、投
打

が
噛
み
合
わ
ず
苦
し
い
試
合
が
続
い

た
。

　

最
終
節
の
同
立
戦
は
初
戦
、打
線

が
爆
発
し
勝
利
を
収
め
る
。続
く
２

回
戦
は
荻
原（
経
３
）の
本
塁
打
で
逆

転
す
る
も
最
終
回
に
追
い
つ
か
れ
引

き
分
け
。次
戦
以
降
は
立
命
大
の
投

手
陣
、打
線
に
圧
倒
さ
れ
連
敗
し
勝

ち
点
を
奪
わ
れ
た
。

　

全
日
程
を
終
え
、５
勝
７
敗
１
引

き
分
け
で
勝
ち
点
は
初
節
の
関
大
と

不
戦
勝
の
京
大
相
手
の
２
つ
の
み
。

再
起
を
誓
っ
た
リ
ー

グ
戦
は
昨
年
同
様
の

４
位
に
終
え
た
。

　

１
点
を
取
る
事
の

難
し
さ
、連
勝
す
る

こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
シ
ー

ズ
ン
と
な
っ
た
。

◆
若
手
の
台
頭

　

多
く
の
課
題
が

残
っ
た
リ
ー
グ
戦
で

あ
っ
た
が
、成
長
を

見
せ
た
選
手
も
い

た
。主
に
外
野
で
出

場
し
た
橋
本（
商
２
）

は
、ス
タ
メ
ン
変
動
の
多
か
っ
た
今

大
会
で
チ
ー
ム
と
し
て
唯
一
の
規
定

打
席
到
達
者
。多
く
の
試
合
で
出
塁

を
見
せ
る
な
ど
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

出
塁
し
好
機
を
演
出
。
さ
ら
に
は
、

チ
ー
ム
最
多
の
８
安
打
を
放
つ
な
ど

の
活
躍
を
見
せ
た
。

　

そ
の
他
に
も
釜
萢（
経
２
）は
二
塁

手
と
し
て
試
合
に
出
場
。関
大
３
回

戦
で
は
試
合
を
決
定
づ
け
る
一
打
を

放
つ
勝
負
強
さ
と
、リ
ー
グ
最
多
と

な
る
４
盗
塁
を
記
録
す
る
な
ど
今
後

に
向
け
て
期
待
の
持
て
る
選
手
が
多

く
台
頭
し
て
き
た
。

　

彼
ら
以
外
に
も
多
く
の
新
戦
力
が

試
合
に
出
場
。結
果
を
残
し
て
き
た
。

多
く
の
経
験
を
積
ん
だ
彼
ら
の
成
長

が
城
下
組
飛
躍
の
鍵
を
握
る
。

　

育
成
と
勝
利
、そ
の
両
方
を
追
求

す
る
城
下
組
。
今
回
チ
ー
ム
打
率

は
リ
ー
グ
最
下
位
、投
手
も
絶
対
的

エ
ー
ス
が
不
在
と
投
打
で
課
題
の
残

る
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
た
。

　

リ
ー
グ
制
覇
へ
、全
て
に
お
い
て

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
不
可
欠
だ
。

夏
の
努
力
が
、秋
の
同
志
社
硬
式
野

球
部
の
明
暗
を
分
け
る
。大
学
生
に

残
さ
れ
た
時
間
は
無
限
で
は
な
い
。

一
分
一
秒
を
大
切
に
学
生
生
活
最
後

の
４
年
間
で
大
輪
の
花
を
咲
か
し
て

も
ら
い
た
い
。

杉
山
友
基（
経
済
学
部
・
３
年
）
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Summer

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
た
め
に
は
、最
低
で

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
中
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
傾
向
に
よ
り
、東
京

都
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
の
緊
急
事
態
宣
言
は
６
月

20
日
を
も
っ
て
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、ま
ん
延
防
止
等
重
点
処

置
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
期
間
は
７
月
11
日
ま
で
で
は

あ
り
ま
す
が
、専
門
家
組
織
の
指
摘

で
は
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
の
影

響
が
仮
に
小
さ
か
っ
た
と
し
て
も
、東

京
五
輪
期
間
開
催
中
に
、緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

専
門
家
の
感
染
予
想
と
重
症
者
数

予
測
を
み
ま
す
と
、い
ず
れ
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
予
定
通
り
に
進
ん
だ
と
し

て
も
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
人
数
が
急

増
し
て
き
て
、「
初
秋
の
集
い
」が
行
わ

れ
る
予
定
の
９
月
第
１
週
に
つ
い
て

は
、ど
の
予
測
で
も
感
染
者
数
が
ピ
ー

ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
は
参
加
者
の
安
全
を
担
保
し
た

開
催
は
困
難
と
判
断
し
、６
月
17
日
の

常
任
幹
事
会
に
中
止
の
議
案
を
提
出
、

承
認
さ
れ
、こ
こ
に
正
式
に
中
止
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
、コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

①
開
催
期
間
を
初
秋
に
変
更

②
コ
ロ
ナ
対
策
万
全
の
会
場
を
選
択

③
開
催
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
リ
ス

　

毎
年
、「
春
の
集
い
」や「
初
夏
の
集

い
」と
し
て
主
に
５
月
や
６
月
に
開
催

し
て
き
た
同
志
社
東
京
校
友
会
の
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
が
、昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
止
む
無
く
中
止
と
な
り
ま

し
た
。直
近
開
催
の「
初
夏
の
集
い
」

が
２
０
１
９
年
の
６
月
で
し
た
か
ら
、

今
回
、無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、２
年
３
か
月
振
り
の
集
う
機

会
と
な
っ
た
は
ず
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛
を
迫
ら
れ
、

人
と
接
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
、人
と

人
の
縁
と
絆
が
弱
ま
り
ゆ
く
こ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、実
行
委
員
会
で
は
、

安
全
・
安
心
対
策
に
万
全
を
期
し
な

が
ら
、何
と
か
創
意
工
夫
を
し
て
、２

年
ぶ
り
の
こ
の
校
友
の
集
い
を
復
活

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
、
そ
し
て
コ
ロ

ナ
禍
の
収
束
に
よ
り
９
月
４
日

（
土
）
に
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
、
実
行
委
員
全
員
は
、

最
後
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
開
催
中
止

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ク
減

④
事
前
予
約

　

制
、先
着
順

　

に
し
て
参
加

　

者
を
定
員
の

　

半
分
に

⑤
リ
ス
ク
を
避

　

け
た
る
た
め

　

両
隣
の
席
を

　

空
け
る
方
式

　

を
採
用

⑥
應
援
團
や
チ

　

ア
リ
ー
ダ
ー

　

部
に
は
ビ
デ

　

オ
出
演
を
依

　

頼

　

こ
の
よ
う
に
、

新
し
い「
集
い
の
や
り
方
」を
工
夫
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、緊
急
事
態
宣
言
の
発

出
が
予
測
さ
れ
る
な
ら
ば
、開
催
中
止

の
選
択
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

沢
山
の
方
々
か
ら
の
参
加
予
約
の

申
込
み
に
よ
り
、約
３
０
０
名
の
参
加

者
を
募
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
特
集
記
事「
私
の

学
生
時
代
と
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
」に
つ

き
ま
し
て
は
多
く
の
方
々
が
素
晴
ら

し
い
エ
ッ
セ
イ
を
提
供
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。ま
た
そ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
開
催
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
個

人
や
協
賛
団
体
、企
業
か
ら
の
広
告

が
当
初
の
予
定
通
り
に
集
ま
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で「
初
秋
の
集
い
」の
開
催

に
多
く
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
て
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
初
秋
の
集
い
」の
開
催
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
誠
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
た
ま
わ
り

ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、ぜ
ひ
ご
自
愛
い
た
だ

き
、来
年
こ
そ
は
笑
顔
で
再
会
で
き
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
村
満
明（
77
年・法
）

「
初
秋
の
集
い
」実
行
委
員
長

「
２
０
２
１ 

同
志
社
東
京 

初
秋
の
集
い
」

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

９月４日（土）
開催予定
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校
友
会「
俳
壇
」

選
・
谷
村
鯛
夢（
72
年
・
文
）

＊
随
時
募
集･

一
回
２
句
ま
で
。無
料
。掲
載
句
に
は
表
記
の

整
理
、添
削
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
。投
句
は
、は
が
き
は

〒
１
０
４・０
０
６
１　
中
央
区
銀
座
１・１
５・７　
Ｍ
Ａ
Ｃ

銀
座
ビ
ル
３
Ｆ
同
志
社
東
京
Ｊ
俳
句
係
へ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

０
３・５
５
７
９・９
７
２
９
同
志
社
東
京
Ｊ
俳
句
係
へ
。

同
志
社
フェア
in
新
潟
の
ご
案
内

２
０
２
１
年
８
月
21
日（
土
）　

※
事
前
申
込
制

第
１
部　

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
２
階
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
始
ま
っ
て
１
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
が
、こ
の
間
、東
京
で
は
３
回

「
緊
急
事
態
宣
言
」が
発
出
さ
れ
ま
し

た
。し
か
し
、感
染
対
策
の
切
り
札
と

し
て
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

６
月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
本
格
化
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

東
京
校
友
会
の
イ
ベ
ン
ト
も
ほ
と

ん
ど
が
開
催
中
止
と
な
り
、定
時
総

会･

評
議
員
会･

幹
事
会
は
書
面
開

催
、常
任
幹
事
会
も
全
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
開
催
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

９
月
４
日（
土
）に
予
定
さ
れ
て
い

た「
２
０
２
１
初
秋
の
集
い
」は
、開
催

に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い

ま
し
た
が
、専
門
家
の
予
測
で
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
後
に
は
新
規
感
染
者
数
が

急
増
し
、「
初
秋
の
集
い
」が
行
わ
れ

る
頃
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
可
能
性

が
高
い
た
め
、大
変
残
念
で
す
が
開

催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
の
巻
頭
記
事
は
、４
月
か
ら

同
志
社
校
友
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ

た
松
岡
前
学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
東
京
校
友
会
の
横
山
会
長
に
よ
る

校
友
会
活
動
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

編
　
集
　
後
　
記
　
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」に
よ
り
形

成
さ
れ
た
校
友
会
と
大
学
の
連
携
体

制
を
強
化
し
、イ
ベ
ン
ト
や
募
金
活

動
な
ど
各
種
の
校
友
会
事
業
を
円
滑

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、国
民
全

体
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
少
し
で
も

早
く
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
た
と

し
て
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
か
ら
、ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
防
ぐ
中
和
抗
体
が
で
き
る
ま

で
に
は
、少
し
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま

す
の
で
、２
回
目
を
打
つ
ま
で
は
今

ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、不
要
不
急
の

外
出
を
避
け
る
、マ
ス
ク
着
用
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
、手
指
消

毒
と
い
っ
た
感
染
対
策
を
継
続
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

亀
鳴
く
や
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
の
着
信
音

大
西
達
夫（
69
年
・
法
）

〈
評
〉
掲
句
は
「
亀
鳴
く
」
が
ポ
イ
ン
ト
。
こ
の
春
の
季
語
は
同
志
社
の
お
隣

さ
ん
で｢

歌
道
の
家
元｣

冷
泉
家
の
元
祖
歌
人
藤
原
為
家
の
「
川
越
の
み
ち

の
な
が
ぢ
の
夕
闇
に
何
ぞ
と
聞
け
ば
亀
ぞ
な
く
な
る
」
が
大
元
。
春
、
雄
亀

が
雌
亀
を
慕
っ
て
鳴
く
？
ら
し
い
が
、
真
偽
不
明
の
こ
う
い
う
季
語
を
俳
人

は
好
む
。
そ
の
玄
妙
な
世
界
観
が
現
代
の
中
七
下
五
に
も
見
事
に
通
じ
あ
う
。

た
に
む
ら
・
た
い
む

俳
人
協
会
／
現
代
俳
句
協
会

会
員　

俳
句
結
社｢

炎
環｣

同
人
会
会
長　
情
報
紙｢

定

年
時
代｣

俳
壇
選
者
な
ど
。

大
募
集
！ 

〈
校
友
・
私
の
一
句
〉

大
募
集
！ 

〈
校
友
・
私
の
一
句
〉

植
木
学
長
に
よ
る

同
志
社
大
学
紹
介

文
化
講
演
会　

佐
藤
優
氏

「
大
学
で
勉
強
す
る
と

い
う
こ
と
」

演
奏
会　

同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ　

新
潟
清
心
女
子

中
学
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
部

第
２
部　

卒
業
生
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン　

ホ
テ
ル
日
航
新
潟

※
詳
細
は
、同
志
社
大
学
Ｈ
Ｐ

（https://w
w

w
.doshisha.ac.jp/

alum
ni/doshisha_fair/niigata2021.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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